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報広
いつまでも健康で住み続けられる、住みたくなるまち

コトバをカタチに　久保田町政始動
８月24日、第33代添田町長の久

く ぼ た

保田実
みしょう

生町長が住民の皆さんや職員に拍手
で迎えられる中、初登庁しました。その後行われた就任式で町長は職員に対
し「町の現状は人口減少、高齢化、担い手不足など多くの課題を抱えていま
す。状況が20年前、10年前から刻々と変化しています。状況が変わっている
からこそ、良いものは守り、改めるものは改め、町の経営も変化に対応して
いかなければなりません。町の役割は住民の皆さんの力をしっかりと引き出

すことです。そして行政の中心にいる私の役目は
町職員の声を聴き、強みを引き出すことだと思っ
ています。みんなでまちづくりを実感できる町に
しましょう」とあいさつしました。

↑就任式で町職員に訓示を行う久保田町長㊧



町
役
場
で

寺
西
町
長

や
家
族
に

見
送
ら
れ
、

期
待
と
同

時
に
「
外
国
へ
行
く
ん
だ
」

と
い
う
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い

に
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ

向
か
う
約
10
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
で
は
、
英
語
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
を
聞
い
た
り
外
国
人
の
乗

務
員
と
接
し
た
り
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
研
修

へ
の
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち

が
一
気
に
高
ま
り
ま
し
た
。

日
本
と
季

節
が
真
逆

で
冬
の
冷

た
い
空
気

が
心
地
よ

く
感
じ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
最
大
の
都
市
、
オ
ー
ク
ラ

ン
ド
に
到
着
。
空
港
か
ら
バ

ス
で
移
動
後
、
昼
食
で
は
緊

張
し
な
が
ら
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

な
ど
を
英
語
で
注
文
し
ま
し

た
。
昼
食
後
、
想
像
以
上
に

温
か
く
迎
え
入
れ
て
く
れ
た

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
合
流

し
男
女
に
別
れ
て
の
フ
ァ
ー

ム
（
牧
場
）
ス
テ
イ
が
始
ま

り
ま
し
た
。
牧
場
で
は
た
く

さ
ん
の
羊
や
鶏
が
飼
育
さ
れ
、

初
め
て
触
っ
た
羊
の
毛
は
驚

く
ほ
ど
柔
ら
か
く
て
温
か
く
、

家
族
の
一
員
と
し
て
大
切
に

育
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

終
日
家
族

の
一
員
と

し
て
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
一

緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。
広
大

な
牧
場
で
、
動
物
た
ち
の
お

世
話
や
牧
場
周
辺
の
散
歩
な

ど
、
家
族
と
英
語
で
の
会
話

が
上
手
く
話
せ
な
く
て
も
、

笑
顔
や
身
振
り
手
振
り
で
気

持
ち
が
伝
わ
る
嬉
し
さ
を
体

感
し
ま
し
た
。
日
本
と
は
違

う
生
活
リ
ズ
ム
や
文
化
に
肌

朝
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
と
最

後
の
食
事

を
と
っ
た

後
、
車
で
30
分
程
の
距
離
に

あ
る
ハ
ミ
ル
ト
ン
に
集
合
。

２
日
間
、
家
族
と
し
て
過
ご

し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

の
別
れ
の
後
、
観
光
地
ワ
イ

ト
モ
に
移
動
。
ワ
イ
ト
モ
洞

窟
で
は
真
っ
白
な
鍾
乳
洞
に

驚
き
、
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
見

上
げ
た
天
井
に
は
、
ま
る
で

天
の
川
の
よ
う
に
青
白
い
土

ボ
タ
ル
の
光
が
無
数
に
広
が

り
、
息
を
の
む
ほ
ど
感
動
を

受
け
ま
し
た
。
ロ
ト
ル
ア
で

の
カ
ー
ト
体
験
は
大
自
然
を

感
じ
な
が
ら
笑
顔
で
駆
け
降

り
ま
し
た
。
夜
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
は
「
研
修
の
本
来
の

目
的
」
を
み
ん
な
で
再
確
認

し
明
日
か
ら
の
学
び
に
向
け

て
気
持
ち
を
一
つ
に
高
め
合

い
ま
し
た
。

早
朝
、
ロ

ト
ル
ア
の

森
に
あ
る

ビ
ル
７
階

相
当
の
高

さ
の
大
き
な
吊
り
橋
を
渡
る

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
を
行
い
、

自
然
の
豊
か
さ
を
肌
で
感
じ

ま
し
た
。
現
地
小
学
校
と
の

学
校
交
流
で
は
、
全
校
生
徒

の
前
で「
炭
坑
節
」な
ど
を
披

露
し
、
用
意
し
た
扇
子
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。
先
住
民
族
マ
オ

リ
族
の
伝
統
舞
踊「
ハ
カ
」も

一
緒
に
舞
い
、
歌
や
踊
り
で

日
本
へ
の

フ
ラ
イ
ト

中
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
優

し
さ
や
学
校
交
流
で
の
歓
声
、

雄
大
な
自
然
の
風
景
が
何
度

も
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
帰

国
後
は
ホ
テ
ル
へ
移
動
し
、

全
員
で
こ
れ
ま
で
の
体
験
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
自
身
の

成
長
を
確
か
め
合
う
貴
重
な

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。
翌
日
、

添
田
町
へ
と
帰
町
。
８
日
間

の
全
行
程
を
通
し
て
、
積
極

的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
大
切
さ
や
、
異
文
化
を
受

け
入
れ
る
柔
軟
さ
な
ど
を
学

ん
だ
生
徒

た
ち
。
海

外
で
得
た

多
く
の
素

晴
ら
し
い

発
見
と
成

長
を
こ
れ

か
ら
の
学

校
生
活
や

添
田
町
で

の
暮
ら
し

に
活
か
す
た
め
、
８
月
17
日

か
ら
始
ま
っ
た
５
回
の
事
後

研
修
で
振
り
返
り
、
９
月
28

日
㈪
に
開

催
予
定
の

事
業
報
告

会
で
発
表

し
ま
す
。

添田町青少年グローバル人材育成事業

普段の生活の中では経験できない異文化や人々との出会
いを通じ、グローバル化が進む社会において必要な国際
感覚を養い、将来の地域づくり・まちづくりに積極的に
取り組む青少年を育成することを目的に実施している青
少年グローバル人材育成事業。昨年のハワイから舞台を
ニュージーランドに移し、今年も７人の中学生が８日間
の海外研修を行いました。今月は現地で行ったファーム
ステイ（牧場へのホームステイ）の様子や、参加した子
どもたちのリアルな感想をお届けします。

６
月
か
ら

始
ま
っ
た

５
回
の
事

前
研
修
。

事
後
研
修

で
地
域
（
添
田
町
）
の
課
題

を
見
つ
け
、
解
決
策
を
提
案

す
る
た
め
海
外
研
修
で
の
目

標
設
定
や
、
日
常
会
話
で
よ

く
使
う
表
現
や
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
別
の
英
語
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。

世
界
有
数

の
間
欠
泉
、

ポ
フ
ツ
間

欠
泉
が
あ

る
テ
・
プ

イ
ア
観
光
で
は
、
20
メ
ー
ト

３　広報そえだ（令和８年９月号） 広報そえだ（令和８年９月号）　２

で
触
れ
、
国
が
違
っ
て
も
温

か
い
家
族
の
絆
は
同
じ
な
の

だ
と
深
く
実
感
し
た
、
特
別

な
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

心
が
一
つ
に
な
り
、
言
葉
の

壁
を
超
え
て
現
地
の
友
達
と

た
く
さ
ん
笑
い
合
え
ま
し
た
。

伝
統
や
自
然
を
大
切
に
す
る

文
化
を
深
く
学
ぶ
た
め
羊
の

毛
刈
り
シ
ョ
ー
を
見
学
し
、

夜
は
ハ
ン
ギ
料
理
を
美
味
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ル
も
の
高
さ
の
間
欠
泉
を
目

の
当
た
り
に
し
地
球
の
生
き

た
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
オ
リ
族
の
伝
統
工

芸
に
も
触
れ
、
歴
史
や
文
化

を
守
り
続
け
る
人
々
の
思
い

を
体
感
し
ま
し
た
。
午
後
は

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
に
移
動

し
、
自
由
散
策
に
挑
戦
。
お

店
で
の
注
文
や
買
い
物
は
英

語
で
話
し
、
相
手
に
伝
わ
っ

た
と
き
の
達
成
感
は
大
き
な

自
信
に
な
り
ま
し
た
。

問 教育委員会社会教育課社会教育係（☎82-2559）

ニュージーランドで
ファームステイ！
海外で刻んだ成長の足跡



添田中学校２年 平
ひらつか

塚 玲
れ い か

華

　自分から積極的に行動できる人になりたくて
参加しました。事前研修では、自分から積極的
に行動することを意識しました。日本と全く環
境が違う海外では、初めは自分から行動するこ
とが難しかったですが、相手から積極的に話か
　　　　　　けてくれるので、自分からも話し
　　　　　　　やすくなり、ジェスチャーを交
　　　　　　　ぜながら質問できるようになり
　　　　　　　　ました。研修を通して、前よ
　　　　　　　　　りも自分から積極的に行動
　　　　　　　　　できるようになりました。
　　　　　　　　　今後は学校の授業でも、自
　　　　　　　　　分から発表していきます。

海外で学んだ積極性

ニュージーランドで先住民マオリ族の伝統などに触れ、牧場でのホームステイでは英語での積極的なコミュニケー
ションを行い、多くを感じ、学び、楽しみ、たくましくなって帰国した７人の中学生。参加した生徒に海外研修
への志望動機や現地で心がけたこと、自分が感じた変化などを聞きました。写真はニュージーランドに息づく、
ラグビーの強豪オールブラックスが試合前に行うことで有名なマオリ族の伝統舞踊「ハカ」のポーズです。

添田町青少年グローバル人材育成事業

　添田町青少年グローバル人材育成事業は子ども
たちの国際感覚を養い、将来の地域づくり・まち
づくりに積極的に取り組む人材育成を目的に行っ
ています。海外でのホームステイや様々な体験を
通じて得た学びや気づき、それらを現在添田町が
抱える諸問題にどう活用するかなどを発表する事
業報告会を開催します。どなたでも参加可能です。

ニュージーランドでの貴重な体験を語る
子どもたちの声をぜひお聞きください。
▶とき　９月28日㈪19時～20時40分
　▷19：00開会　▷ 19：20個人発表　
　▷20：00グループ発表　▷20：20まとめ　
▶ところ　オークホール研修室１
▶定員　50人程度

問 教育委員会社会教育課社会教育係（☎82-2559）

５　広報そえだ（令和８年９月号） 広報そえだ（令和８年９月号）　４

雄大な自然で感じた成長の一歩
心に残るニュージーランドの記録

とが難しか たですが、
　　　　　　けてくれる
　　　　　 　　 やすくな
　　　　　 　ぜながら
　　　　 　　 　　 ました
　　 　　 　 　　　りも
　　　　　　　　 　でき
　　　 　　 　　　　 　今後
　 　　　 　　 分か

オークホールで添田町青少年グローバル人材育成事業報告会を行います

添田中学校３年 森
も り た

田 龍
りゅうのすけ

乃介

　初めは、海外に行くことに対して不安があり
ましたが、海外の文化に触れたいと思い参加し
ました。実際にニュージーランドに行ってみる
と現地では、できるだけ英語を使って生活し、
様々な人と話し、文化について聞き、交流して
　　　　　　　きました。伝統的な舞踊である
　　　　　　　ハカや、お祈りが生活に取り入
　　　　　　　れられて驚きました。今回の研
　　　　　　　　修で、挑戦しないことがとて
　　　　　　　　　ももったいないと感じまし
　　　　　　　　　た。今後は、今まで以上に
　　　　　　　　　色々なことに積極的に挑戦
　　　　　　　　　したいと思います。

生活に息づく文化を体験

様々な人と話し、文化に
　　　 　 　きました。
　　 　　　　　ハカや、お
　　　 　 　れられて驚
　 　　 　　 　　修で、挑
　　 　　　 　　 　 　ももっ
　　　　 　 　　 　た。今
　 　　 　 　　　色々な
　 　　 　 　　　 　したい

添田中学校３年 井
い も と

元 太
た い ち

一

　海外で新しいことに挑戦したいと思いこの研
修に参加しました。一番印象に残っているのは、
オークランド散策のときに、海洋博物館で働い
ている方に質問したことです。勇気を出して話
しかけ、質問したところ答えてくれましたが、
　　　　　　相手の英語がうまく聞き取れず、
　　　　　　　悔しい思いをしました。けれど
　　　　　　　悔しい思いと同時に、話しかけ
　　　　　　　　るという挑戦ができたことに
　　　　　　　　　充実感を得られました。こ
　　　　　　　　　れからも挑戦を続け、英語
　　　　　　　　　の勉強も続けていきたいと
　　　　　　　　　思っています。

悔しさの裏にある充実感

しかけ、質問したとこ
　　　　 　　　 相手の英
　　　　 　　 悔しい
　　　　 　　 　悔しい
　 　　　　 　　ると
　　 　　　　　　 充
　 　 　　　 れ
　 　 　 　 の
　 　 　 　　 思

添田中学校３年 濱
はまもと

本 帝
たいせい

惺

　私はこの研修で自分から行動する力をつけた
いと思い参加しました。現地では思っている以
上に誰も助けてくれませんでした。自分で行動
を起こさないといけない環境におかれたおかげ
で、たくさんの人に話しかけることができまし
　　　　　　　た。現地の人々は親切で面白い
　　　　　　　人ばかりだったので、また話し
　　　　　　　かけてみようとも思えました。
　　　　　　　　　　この研修を通して、挑戦
　　　　　　　　　　することの楽しさを知り
　　　　　　　　　　ました。今後は何事にも
　　　　　　　　　　率先して挑戦していきた
　　　　　　　　　　いです。

挑戦することの楽しさ

で、たくさんの人に話
　　　 　 　た。現
　　 　　 　　　　 人ばか
　 　　　　 　かけて
　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　　 　 　　
　　　　　 　　 　　
　　　　　　 　

添田中学校３年 城
き ど

戸 隆
りゅうのすけ

之介

　英語力を高めたくて参加した私は、ファーム
ステイで英語だけでは思いが伝わらない場面に
何度も出会いました。どうすれば分かってもら
えるか考えた結果、思い切ってジェスチャーを
交えると、相手は笑顔で「ナイス！」と返して
　　　　　くれました。伝える力とは言葉の量
　　　　　　　　ではなく、伝えようとする姿
　　　　　　　　　勢そのものだと気づきまし
　　　　　　　　　た。海外での経験を糧に、
　　　　　　　　　　これからは学校でも地域
　　　　　　　　　　　でも、自分から一歩踏
　　　　　　　　　　　み出して人と関わって
　　　　　　　　　　　いきます。

言葉よりも姿勢が大切

交えると、相手は笑顔で
　　　 　くれました。伝
　 　 　　　　ではなく
　　　　 　　　 　勢その
　　　 　　 　　　た。海
　　 　 　　　　 　　これ
　　 　 　　　 　　　 　で
　 　　 　　　 　　　み
　 　　 　　　　　　　い

添田中学校２年 西
に し だ

田 美
み ゆ

結

　事前研修を重ねる中で、ニュージーランドと
日本の自然の違いに興味を持つようになりまし
た。衝撃だったのは、観光地のロトルアにある
山頂からロトルア湖や街並みを一望できる展望
施設スカイラインです。木々に囲まれた英彦山
　　　　　やスロープカーと違い、自然と街の
　　　　　暮らしが一つの景色としてつながっ
　　　　　て見え、とても明るく感じました。
　　　　　　　大切なのは自然の量ではなく見
　　　　　　　　せ方だと気づきました。添田
　　　　　　　　でも町を一望できる場所を探
　　　　　　　　し、新しい魅力として発信し
　　　　　　　　たいです。

海外の雄大な自然を体感

施設スカイライ です。
　　 　やスロープカ
　　 　　 　暮らしが一つ
　　 　　　 　て見え、とて
　　 　　 　　 　大切なの
　　 　 　 　　　 せ方だ
　　　 　　 　　 　　でも町
　　　　　 　　 し、新
　　　　　　　　 たいで

添田中学校２年 中
なかむら

村 悠
ゆ う な

愛

　自分に自信がなく、人とコミュニケーション
を取ることが苦手だった私は、少しでも得意に
なろうと思い参加しました。いざニュージーラ
ンドでのファームステイでホストファミリーに
質問され、どう返せば良いかと戸惑いましたが
　　　　　　知っている単語を言うと理解して
　　　　　　くれ、そこから私は何かを言って
　　　　　　みる挑戦の大切さに気づくことが
　　　　　　　できました。この研修で、自分
　　　　　　　　から人に話しかけることがで
　　　　　　　　きるようになったと思います。
　　　　　　　　また、これからも様々なこと
　　　　　　　　に挑戦を続けていきます。

海外で苦手を克服

質問され、どう返 ば
　　　 　　知ってい
　　　 　　 くれ、そ
　　　　 　　みる挑戦
　　　　 　 　できま
　 　 　 　　　　 から
　　　 　　　　 　　 きる
　　 　 　 　　また
　　　　　 　　に挑

南半球のオセアニアに位置するニュー
ジーランドは、北島と南島を中心とし
た美しい島国です。人口は約520万人。
人間より多くの羊や牛が暮らすともい
われ、山々や湖など雄大な自然に恵ま
れ、映画『ロード・オブ・ザ・リング』
のロケ地としても有名です。先住民マ
オリの伝統や文化と英国系移民の文化
が共存する多文化の国で、英語とマオ
リ語などが使われています。
季節は日本と逆で、飛べない
固有種の鳥「キーウィ」は国
鳥として親しま
れています。

添

添 添添添

添 添



身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

問 役場総務課広報・秘書係（☎ 82‐4000）

７　広報そえだ（令和８年９月号）

笑顔でつながり深めた友情と絆

↑30日にヒシミツで行われたお別れ夕食会。、受入から３日後にもかかわらず、すべての家庭が仲良しに

　オークホール
で７月29日、西
日本新聞社論説
委員の前田隆夫
さんを講師に人
権講演会が開か
れました。「差別
の現実に深く学
ぶ」と題した講
演で前田さんは、
ネットから拡散される差別の流布に裁判所が「差別され
ない権利」を認めたことや、身の周りにある差別を知り、
理解し、なくす行動をすることの大切さを訴えました。

夏の夜を彩る笑顔に包まれた夜祭り

↑日が落ちるにつれて、人がどんどん増えていきました

　８月22日、道
の駅歓遊舎ひこ
さんで夏の夜祭
り2026が開催さ
れました。今年
も物産館前の駐
車場にヤマメの
塩焼き、射的な
どが楽しめる屋
台や、クレープ
などのスイーツが揃うキッチンカーなどが並び、ステー
ジでは町出身のヒップホップクルーＯ．Ａ．ＫＬＡＹなど
が夜祭りを盛り上げ、多くの人でにぎわいました。

知ることから始まる、差別をなくす第一歩

↑「人が作った差別は、人が根絶できるはず」と話す前田さん

まちからのお知らせ＆情報

　７月28日から31日までの３泊４日の日程で、
姉妹町・北海道美深町の小中学生８人が添田
町でホームステイを行いました。対面式では
緊張と、約12時間の移動の影響から疲れ気味
だった子どもたち。しかし、受け入れ家庭の
温かい迎え入れですぐに笑顔に。ホームステ
イ中は、受け入れ家族の子どもたちと篠﨑川
魚店でヤマメのつかみ取りや、添田町めんべ
い工場でめんべいの手焼き体験、福岡市内で
水族館見学などを体験。さまざまな思い出を
共有する中で、地域を越えた友情と絆を深め
ていきました。来年度は参加者を新たに募集
し、美深町でのホームステイを行う予定です。

子 育て世帯の経済的負担を軽減するため、子どもを養育する国民年金第１号被保険
者の人を対象に、子どもが１歳を迎える前月までの間、国民年金保険料が免除さ

れる制度が 10月から始まります。免除された期間は保険料を納めた期間として、将来の
年金額に反映されます。　　　　　　　　　　問 役場住民課保険年金係（☎82-5966）
◉対象者　
１歳になるまでの子を養育する国民年金第１号被保険者（20歳～60歳の自営業者・農業者・学生・無職の人）
※子と親子関係が継続しており、子と同一住所であることが必要です。所得要件はありません。
◉対象期間
　養育している子が１歳になる誕生日の前月まで
　≪育児免除のイメージ≫

◉申請方法
▶スマートフォンから電子申請　電子申請の場合は、添付書類は必要ありません。24時間365日いつでも電子
　申請が可能です。
▶役場窓口で申請 10月１日から役場住民課保険年金係で申請できます。マイナンバーカードを持参ください。

お子さんが１歳になる誕生日の前月までが対象です

育児中の国民年金保険料が免除されます

家族も自分も大切に

男女共同参画推進セミナーを
開催します

介 護は女性の役割という固定観念をなくし、
家族みんなで支え合うための知識や工夫を

学びませんか。男性の介護参画や介護
する人自身のセルフケア、仕事と両立
するためのヒントを得る講座です。
◉とき 10月17日㈯ 10時～11時30分
◉ところ　オークホール　研修室
◉講座名　男女で共に支える介護
　　　　　～抱え込まないためのメンタルケア～
◉講師　医療法人昌和会見立病院　熊本勝治さん
◉定員　先着20人／参加無料
◉申込方法　役場総務課男女共同参画推進係（☎
　82-1231）に電話
◉申込期限 10月２日㈮
問 役場総務課男女共同参画推進係 （☎82-1231）

BRTひこぼしラインは今年で開業３周年

３歳を迎える
お子さんの写真を募集します

日 田彦山線ＢＲＴひこぼしライ
ンの開業３周年を記念して、

ＢＲＴひこぼしラインと同じ「３歳」
になるお子さんの写真を募集します。
お寄せいただいた写真はすべてＢＲ
Ｔ車内に展示します。応募者の中から抽選で素敵
なプレゼントも用意していますので、ぜひ応募し
てください。詳しくは福岡県のホーム
ページを確認ください。
◉募集期限　９月30日㈬
◉応募方法　応募フォームに必要事項
　を入力し、写真データをアップロー
　ドしてください
問 日田彦山線沿線地域振興事業実行
　 委員会（☎092-643-3180）

12月 １月 2月 ３月 ４月 ５月 　 12月

母親

父親
（養父母）

産前産後免除期間 育児免除期間

育児免除期間

※出産予定月または出産月の翌月から４か月間

５月 　 1

出産日
▼

１歳の誕生日の
前月（12月分）まで

▼

識 夫

↑応募フォーム

↑福岡県HP

広報そえだ（令和８年９月号）　６

気力と脚力の限界に挑む

　８月11日、英彦山参道駆け上がり大会が開
催されました。８回目を迎えたこの大会は、
英彦山神宮奉幣殿の再建400年と山の日の制
定を記念して始まったもので、銅鳥居から英
彦山神宮奉幣殿までの約800ｍ、高低差180
ｍの石段が続く参道を駆け上がる過酷なレー
スです。今年は県内外から中学生以上の209
人が参加し、最高齢は82歳。スタート直後は
笑顔を見せていた参加者もゴールが近づくに
つれ険しい表情を浮かべる場面も見られまし
た。参道沿いから「頑張れ」と声援が送られる
中、次々と完走しました。総合優勝は５分51
秒86を記録した後藤大輝さん（福岡市）でした。

↑銅鳥居から年齢別に次々とスタート

↑たくさんの声援を受け、力を振り絞りゴール

↑見事、総合優勝を飾った後藤さん㊥



↑報告に訪れた（左から）顧問の津村先生、永田さん、寺西町長、近藤校長

　高校生からバドミントン競技を始めた生徒が出
場するバドミントンドリームカップの福岡県予選
で、田川高校２年生の永田皓太郎さん（上中元寺）
が優勝し、７月23日、24日に大阪で行われた全国
大会に出場、３位に輝いたことを７月29日、寺西
町長に報告しました。小学生のときはドッチボー
ル、中学生はソフトテニスをしてきた永田さんは、
高校の体験入部でバドミントンの面白さを体験し
たことから入部を決め、練習に励み実力をつけて
きました。県大会は緊張で実力が発揮できなかっ
たと話す永田さんは、「全国大会では周りが強く、
実力以上の力を出せました。仲間のサポートもあ
り、不利な状況になってもメンタルを落とさずに
戦えたことが大きかったです。バドミントンは競
技歴が長いほど有利と言われていますので、次は
部内のレギュラー争いに勝ち、個人戦で県大会出
場を目指します」と力強く話してくれました。

　庁舎正面玄関前のロータリーに立つ大きな樫の木。この木は役
場のシンボルとして長年皆さんを迎え入れてきました。詳しい記
録は残っていませんが、昭和50年、現庁舎の建設と併せ整備され
た玄関前に当時の職員ＯＢや有志の皆さんが植樹したものだと言
われています。この50年以上、役場や皆さんを見守ってきた樫の
木が数年前から樹冠部の葉や枝が落ち、幹が裂ける症状が出てい
ました。樹木医の調査で、幹内部の腐朽が進み中心部が空洞化す
る樹洞が形成されていることが確認されました。樹洞の周りの部
分も菌による腐朽が進み強度がおちている状態で、強風や大雨に
より倒壊するおそれもあり、多くの人が訪れる役場正面玄関の安
全を確保するため、８月８日、伐採しました。姿はなくなっても
長年役場を見守ってきた樫の木のことを、これからも心の片隅に
留めていただければ幸いです。↑樫の木伐採後、現在の庁舎玄関前

　７月28日16時27分に発生した熊本地震。添田町でも震度３を観
測したこの地震は、マグニチュード７．１、宇城市と八代郡氷川町
で最大震度 7を観測しました。熊本県では28日から多くの避難所
が開設、家屋の倒壊や断水も多く報告されました。町では日本水
道協会からの支援依頼に応じ地震発生２日後の30日から８月４日
までの間、職員21人を派遣し給水車による避難所や断水地域の給
水ポイントでの水の配給、透析治療を実施している医院へ給水支
援を行いました。加えて８月13日から１週間、熊本県宇土市に商
工観光振興課の美佐紗雪梨主事を派遣。現地で罹災証明書の交付
業務などを行い、被災者を支援しました。また、
７月31日から役場庁舎１階ロビーに義援金募金
箱を設置しています。寄せられた義援金は日本
赤十字社を通じて被災地に送られます。

↓伐採前の樫の木。樹冠部の葉が落ち、腐朽が進んでいます

←ロビーの募金箱。８月24日現在で306,484円の温かい寄附をいただきました

↓（上段）断水地域での給水　（下段）医院の貯水槽へ給水

↑切り株にできた樹洞
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　７月18日から始まった夏休み。町立児童館では
夏休み期間中にたくさんのイベントを開催しまし
た。集中力を養う木製３Ｄパズル作成やモチモチ
した独特の感触を楽しむスクイーズづくり、そし
て８月22日には児童館夏まつりが開かれました。
幼児から楽しめるヨーヨー釣りやわなげなどが行
われ、児童館は子どもの笑い声で溢れていました。

10月生まれの
締め切りは
９月11日㈮です。

★
▷８日／親子リトミック（給食）　▷15日
　／敬老の日プレゼント製作（給食）　▷29日／お絵
　描き遊び（給食）
★
▷４日／運動遊び　▷11日／手芸くらぶ　▷18日
　／親子健康教室・おっぱい相談・虹の会読み聞かせ
　▷25日／７・８・９月生まれの誕生日会＆ミニ運動
　会
★
▷16日／虹の会読み聞かせ
★
　▷10日

▷21日／観劇会inオークホール
　おんぷらんと「こびとのサーカス」
※詳しくは「おんぶにだっこ通信」をご確認ください。
また、公式ＬＩＮＥではおんぶに抱っこ
通信やイベントのお知らせなどを配信し
ています。ぜひ友だち追加してください。

問 添田町地域子育て支援センター（☎85-0888）

★★

／お

HAPPY
BIRTHDAY

菰
こもかた

方 芽
めい

依ちゃん 
９月19日生 ❷・上落合一

一度つかまるとはなれない『こ
なきじじい』パパママへの効果
は抜群だ！これからも楽しい思
い出つくろうね♪

送信先

①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前の読み方　
④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50文字以内）
⑧保護者の連絡先をメールで送信してください。

　　　  koho@town.soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）

９　広報そえだ（令和８年９月号）

↑13時30分の開場前に長蛇の列ができ、たくさんの児童が遊んだ夏まつり
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◉
煉
俳
句
の
宴（
表
彰
式
・
当
日
句
会
）

▼
と
き

11
月
７
日
㈯
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

中
島
家
住
宅

問
赤
い
煉
瓦
の
木
村
塾
木
村
さ
ん　

（
☎
080
―
６
４
１
７
―
４
０
１
２
）

　

ス
ポ
ー
ツ
の
総
合
祭
典
「
市
町
村

対
抗
福
岡
駅
伝
」
へ
の
出
場
選
手
を

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず

気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

【
添
田
町
巡
回
行
政
相
談
】

▼
津
野
公
民
館

10
月
１
日
㈭
10
時
〜
12
時

▼
彦
山
地
区
総
合
セ
ン
タ
ー

10
月
１
日
㈭
13
時
〜
15
時

▼
中
元
寺
公
民
館

10
月
６
日
㈫
10
時
〜
12
時

▼
相
談
内
容　

登
記
や
相
続
、
道
路

　

の
維
持
管
理
や
安
全
対
策
、
年
金

　

や
税
金
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

　

る
こ
と
、
く
ら
し
の
中
で
困
っ
て

　

い
る
こ
と
な
ど

問
役
場
福
祉
環
境
課
福
祉
・
障
が
い

者
支
援
係
（
☎
82
―
１
２
3
２
）

Information くらしに役立つ情報満載

問 教育委員会学校教育課（☎82-5963）

道 徳教育
の一環

として７月13
日、小中学校
に福岡市を中
心に活動する
「てみてる」の
お二人を招き
「心のコンサー
ト」を開催しました。コンサートでは、アイリッ
シュハープとギターの優しい音色に乗せて、保育
士・社会福祉士としての経験を活かした２人から
の心温まるメッセージが届けられ、静かに耳を傾
けていた児童生徒たち。「目を閉じていろいろな人
を思い浮かべることであらためて家族の大切さ、
生まれてきたことのありがたさ、家族に支えても
らっていること、大切にされていることを感じる
ことができました」という感想が聞かれ、自分自
身を大切にすることや感謝の気持ちを伝えること
の大切さを、音楽を通して頭ではなく心で感じた
貴重な時間となりました。

添田小学校と添田中学校合同で

 「心のコンサート」を開催しました

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

「
法
の
日
」無
料
相
談
会

　

材
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
相
談
内
容　

健
診
結
果
や
気
に
な

　

る
症
状
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
関

　

す
る
こ
と
な
ど

問
役
場
健
康
子
育
て
応
援
課
健
康
・

子
ど
も
保
健
係（
☎
31
―
５
０
０
１
）

　

９
月
１
日
㈫
か
ら
10
月
31
日
㈯
ま

で
の
２
か
月
間
は

「
行
政
相
談
月
間
」

で
す
。
町
で
は
３

か
所
で
、
国
か
ら

委
嘱
を
受
け
た
行

政
相
談
委
員
に
よ

る
巡
回
相
談
を
行

試
験
・
募
集

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
行
政
相
談
月
間
】

巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
で
は
、

今
年
10
月
1
日
か
ら
の
「
法
の
日
」

を
記
念
し
て
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼
と
き

10
月
３
日
㈯
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
相
談
内
容　

境

　

界
問
題
（
筆
界

　

特
定
申
請
手
続
）、

　

土
地
の
分
筆
・

　

合
筆
、
地
積
更

　

正
、
地
目
変
更
、

　

建
物
の
新
築
・

　

増
築
・
滅
失
の
調
査
・
測
量
、
登

　

記
手
続
な
ど

▼
相
談
料　

無
料
／
予
約
不
要

問
福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
092
―
741
―
５
７
８
０
）　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
田
川

支
部
（
☎
46
―
２
２
８
８
）

　

身
近
に
起
こ
っ
た
争
い
な
ど
、
家

事
お
よ
び
民
事
の
紛
争
解
決
手
段
の

一
つ
に
調
停
制
度
が
あ
り
ま
す
。
調

停
制
度
と
は
、
話
し
合
い
で
円
満
に

解
決
す
る
手
続
き
の
こ
と
で
す
。
調

停
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

利
用
す
る
と
き
の
必
要
な
手
続
き
な

市
町
村
対
抗
福
岡
駅
伝

出
場
者
募
集

↑音と言葉を通して「自分を大切にすること」
　を届けている「てみてる」のお二人

相
談

自
衛
官
採
用
試
験

田
川
調
停
協
会
主
催

調
停
手
続
無
料
相
談
会

ど
に
つ
い
て
、
裁
判
所
か
ら
任
命
さ

れ
た
民
事
調
停
委
員
と
家
事
調
停
委

員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き

10
月
７
日
㈬
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
青
少
年
文
化
ホ
ー

　

ル
（
田
川
市
）

▼
相
談
内
容　

夫
婦
間
の
も
め
ご
と

　

や
遺
産
相
続
な
ど
の
家
庭
内
・
親

　

族
間
の
問
題
、

　

不
動
産
や
お
金

　

の
貸
し
借
り
、

　

交
通
事
故
を
め

　

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル

　

な
ど

▼
相
談
料　

無
料
／
予
約
不
要

問
福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部
庶
務

課
（
☎
42
―
０
１
６
３
）

一緒にイベントを盛り上げよう！

「SOEDA-LAN」
ボランティアスタッフ募集
　最新のテレビゲームやＶＲ体験、懐かしの
アーケードゲームなどが楽しめる eスポーツ
イベント「SOEDA-LAN」を11月に開催しま
す。eスポーツに興味があり、一緒にイベン
トを盛り上げてくれるボランティア
スタッフを募集します。
▶活動日時 11月14日㈯、15日㈰
　　　　　　各日９時～17時30分
※１日のみの参加も可能です。
▶活動場所　旧添田小学校
▶活動内容　イベントの準備・片付け、会場
　整理、観客誘導、会場のごみ拾いなど
▶参加条件　高校生以上で事前説明会のいず
　れかの日に参加できる人
▶募集人数　先着20人
▶謝礼　活動時間に応じた謝礼を支給
▶応募方法　応募フォームにアク
　セスして氏名、メールアドレス
　などの必要事項を入力して送信
事前説明会
▷とき　①11月４日㈬13時30分～　②11月４
　日㈬18時～　③11月７日㈯10時～
▷ところ　添田町役場１階特１会議室
問 役場まちづくり課情報推進係
　 （☎82-5965）

中
島
家
「
煉れ
ん

俳
句
の
宴
」

俳
句
募
集

住
所

氏
名

の
宴
」

↑４階から地上まで約１分30秒かかりました

いざというときのために

 救助袋の使用講習会を行いました

７ 月27日、消防設備保守点検と合わせて小中
学校で教職員を対象に救助袋の使用講習会

を実施しました。今年６月に東京都北区の小学校
で火災が発生したときに、教職員が救助袋を活用
できなかったことから、緊急時に備えて防災意識
と対応力の向上を図るために実施。救助袋の使用
手順や注意点を確認しながら、実際に地上へ脱出。
非常時に落ち着いて行動するために、日頃から設
備に触れること
の重要性を再認
識することがで
きました。今後
も学校の安全対
策と防災体制の
強化に努めます。

自慢の商品を出品してみませんか

道の駅歓遊舎ひこさん
出品者募集

　あなたが作った商品を歓
遊舎ひこさんに出品して
みませんか。今年度の出
品者を募集します。
▶応募資格　町内在住者
▶年間登録費　2,000円
▶受付期間 10月１日㈭～ 31日㈯
▶受付場所　道の駅歓遊舎ひこさん
※手芸以外の出品者を募集します。
※手続きの受付時間は９時～17時です。不明
な点は気軽に問い合わせください。
問 道の駅歓遊舎ひこさん（☎47-7039）

募集
歓

緒にイベン
ア

募
集
し
ま
す
。
添
田
町
の
代
表
と
な
っ

て
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

11
月
15
日

　

㈰
12
時
ス
タ
ー
ト

　
（
開
会
式
10
時
〜
）

※
原
則
、
雨
天
決
行
。

▼
コ
ー
ス　

県
営
筑

　

後
広
域
公
園
周
回
コ
ー
ス

▼
対
象
者　

令
和
８
年
８
月
１
日
現

　

在
、16
歳
以
上
で
、添
田
町
に
在
住
・

　

在
勤
ま
た
は
添
田
町
内
小
中
学
校

　

出
身
の
人

▼
区
分
と
距
離　

▽
一
般
男
子
（
19

　

歳
以
上
）
＝
5.3
Ｋ
ｍ
ま
た
は
5.1
Ｋ

　
ｍ　

▽
一
般
女
子
（
19
歳
以
上
）　

　

＝
2.4
Ｋ
ｍ　

▽
シ
ニ
ア
（
40
歳
以

　

上
）
＝
2.7
Ｋ
ｍ

▼
募
集
期
限

９
月
30
日
㈬
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相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
９月15日㈫、10月６日㈫
●補聴器相談（役場ロビー）
　９月11日㈮（15時～）、10月19日㈪（13時～）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　９月８日㈫、10月13日㈫
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　９月８日㈫（10時～）、９月24日㈭（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●人　口 7,935 人（ー17人）
●男　性 3,758 人（ー７人）
●女　性 4,177 人（ー10人）
●世帯数 4,272世帯（＋２世帯）

人の動き ７月末日現在（　）は前月比

●出生　１ 人
●死亡 15 人
●転入 12 人
●転出 14 人

警察署からのお知らせ
●国際電話を悪用した電話詐欺を防ぎましょう
≪国際電話番号の着信を拒否しましょう≫
　無料で固定電話への国際電話番号の着信を拒否
できます。国際電話不取扱受付センター（☎0120-
210-364）に申し込みください。添田警部交番や
田川警察署でも手続きの支援を行っています。

問 田川警察署（☎42-0110）

６月の事故発生状況 （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　物件事故 12（ー３） 79
　人身事故 １（ー１） ７
　死亡者 ０（±０） 0
　負傷者 １（ー１） 10

納期限のお知らせ
●９月30日㈬が納期限です
　▷固定資産税（３期）
　▷国民健康保険税（３期）
　▷後期高齢者医療保険料（３期）
　口座振替は９月25日㈮です
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

▼
と
き　

９
月
15
日
㈫
13
時
30
分
〜

15
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー
集
会
室

問
添
田
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
41
―
３
８
８
８
）

　

毎
年
８
月
に

重
度
障
が
い
者

医
療
証
の
更
新

手
続
き
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
受
給
者
皆
さ

ん
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
令
和

６
年
度
か
ら
原
則
、
手
続
き
な
し
で

更
新
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
所
得

を
確
認
後
、
９
月
中
旬
に
10
月
１
日

安心して暮らせるまちづくりのために

秋
の
空
気
の
中
で
、
英
彦
山
の
自
然

や
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き

10
月
11
日
㈰
13
時
30
分
〜

16
時
（
受
付
13
時
〜
）

▼
集
合
場
所　

福
岡
県
立
英
彦
山
青

　

年
の
家

▼
対
象
者

県
内
在
住
の
人

▼
定
員

先
着
30
人

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
方
法

①
参
加
者
全
員
の
氏

　

名
・
年
齢　

②
代
表
者
の
住
所　

　

③
代
表
者
の
連
絡
先　

④
当
日
の

　

緊
急
連
絡
先
を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
（
０
９
４
８
―
23̶

４
１
６
２
）ま

　

た
は
メ
ー
ル（kahokurate-hhe-

kankyo@
pref.fukuoka.lg.jp

）

　

で
申
し
込
み

▼
申
込
期
間

９
月
16
日
㈬
〜
30
日

以
降
有
効
の
医
療
証
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
町
外
か
ら
転
入
し
た
場
合
な

ど
、
所
得
が
確
認
で
き
な
い
人
に
は
、

手
続
き
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
役
場
住
民
課
保
険
年
金
係

（
☎
82
―
５
９
６
６
）

　

筑
豊
文
化
財
行
政
連
絡
協
議
会
で

は
、
筑
豊
地
域
に
残
る
歴
史
的
文
化

遺
産
を
多
く
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も

ら
い
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
の
啓

発
を
図
る
た
め
、
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す
。

▼
期
間　

９
月
17
日
㈭
〜
11
月
24
日

ラ
ク
タ
ー
で
す
。
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

へ
の
道
の
り
を
、
隊
長
と
し
て
先
頭

に
立
っ
て
歩
い
て
い
ま
す
。
ロ
バ
の

よ
う
に
急
が
ず
、
一
歩
一
歩
着
実
に

キ
ャ
ラ
バ
ン
も
進
む
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
月
間
に
合
わ
せ
て
、
元
気

俱
楽
部
の
参
加
者

の
皆
さ
ん
が
作
っ

た
ロ
バ
隊
長
を
庁

舎
に
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◉
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
を
お
受
け

し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。

　

蔵
書
点
検
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。

▼
休
館
期
間　

９
月
21
日
㈪
〜
10
月

　

５
日
㈪

※
休
館
に
伴
い
、

９
月
１
日
㈫
か
ら

20
日
㈰
ま
で
は
、

貸
出
冊
数
を
図
書
・

雑
誌
を
合
わ
せ
て
１
人
10
冊
ま
で
と

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
町
立
図
書
館（
☎
82
―
４
８
０
０
）

　

認
知
症
は
、
老
化

に
よ
る
も
の
で
は
な

く
脳
の
病
気
で
す
。

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
な
り
得
る
認
知
症
に
つ
い
て
、

一
人
ひ
と
り
が「
自
分
ご
と
」と
し
て

理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
認
知

症
に
な
っ
て
か
ら
も
、
本
人
の
意
思

が
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ
た
環
境
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◉
庁
舎
に
ロ
バ
隊
長
を
飾
り
ま
す

　

ロ
バ
隊
長
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

Information くらしに役立つ情報満載

　

㈫
９
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

英
彦
山
ス
ロ
ー
プ
カ
ー

　

花
駅
１
階

問
役
場
商
工
観
光
振
興
課
歴
史
文
化

財
係
（
☎
82
―
１
２
３
６
）

　

筑
豊
地
区
地
域
環
境
協
議
会
で
は
、

身
近
な
自
然
と
の
触
れ
合
い
を
通
し

て
自
然
環
境
の
大
切
さ
や
生
物
多
様

性
を
学
ぶ
「
英
彦
山　

秋
の
自
然
観

察
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
秋
の
彩
り

美
し
い
林
野
を
散
策
し
な
が
ら
、
専

門
家
の
解
説
付

き
で
英
彦
山
の

希
少
な
植
物
な

ど
を
観
察
し
ま

す
。
清
々
し
い

田 川地区消防本部管内の、令和８年上半
期（１月～６月）の火災・救急・救助

の概要をお知らせします。
【火災】　火災件数は、39件で昨年より７件増
加しています。内訳は建物10件、林野４件、
車両４件、その他21件です。出火原因の１位
はたき火、２位はたばこ、３位は配線器具で
人的要因により発生した火災が上位を占めて
います。ちょっとした不注意が原因となって
いますので火気の取り扱いには、十分注意し
ましょう。
【救急】　救急出動件数は3,973件で、そのう
ち28.5%の搬送が軽症者でした。管内にある
５台の救急車がすべて出動することもありま
すので、緊急時に救急車が利用できるよう、
「＃7119」を利用するなど適正な利用にご協
力をお願いします。
【救助】　救助出動件数は57件で、昨年より５
件増加しています。57件のうち、救急活動を
行った件数は35件、救助した人は31人でした。
▶暑い日が続いています。熱中症や水難事故
に十分注意してください。また、豪雨など災
害への備えや避難所の確認も忘れずに行いま
しょう。
問 田川地区消防署（☎44-0650）

英
彦
山　

秋
の
自
然
観
察
会

e
L
T
A
X
サ
ー
ビ
ス
停
止
の

お
知
ら
せ

【
８
月
10
日
㈪
開
催　

総
会
審
議
結
果
】

▼
農
地
法
第
３
条
に
か
か
る
所
有
権
の
移
転

　

・
・
・
２
件
／
面
積
１
４
３
８
㎡
を
許
可

※
総
会
の
議
事
録
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

※
10
月
開
催
の
総
会
に
か
か
る
農
地
申
請
の
締
め
切
り
は
、

９
月
25
日
㈮
で
す
。

問
添
田
町
農
業
委
員
会
（
☎
82
―
１
２
３
７
）

は
、

農業委員会報告

　

㈬
問
嘉
穂
・
鞍
手
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
地
域
環
境
課

　
（
☎
０
９
４
８̶

21
―
４
９
７
５
）

◉
対
面
式
講
習

▼
と
き　

▽
対
面
式
講
習
＝
10
月
14

日
㈬
、
15
日
㈭　

▽
オ
ン
ラ
イ
ン

　

講
習
＝
11
月
24
日
㈫
〜
１
か
月
間

▼
と
こ
ろ　

▽
対
面
式
講
習
＝
イ
イ

　

ヅ
カ
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

▼
対
象
者　

①
継
続
し
て
危
険
物
取

　

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人　

②

　

新
た
に
、
ま
た
は
再
び
危
険
物
取

　

扱
作
業
に
従
事
す
る
人　

▼
申
込
期
間　

▽
対
面
式
講
習
＝
９

　

月
14
日
㈪
〜
10
月
１
日
㈭　

▽
オ

　

ン
ラ
イ
ン
講
習
＝
10
月
20
日
㈫
〜

11
月
２
日
㈪

▼
申
請
書
提
出
先　

〒
812
―
０
０
３

　

４　

福
岡
市
博
多
区
下
呉
服
町
１

　

―
15　

ふ
く
お
か
石
油
会
館
３
階

　

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
危
険
物
安

　

全
協
会

※
簡
易
書
留
で
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
案
内
お
よ
び

申
請
書
は
、
田
川
地

区
消
防
本
部
内
の
田

川
地
区
防
災
協
会
事

務
局
に
備
え
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
講
習
を
希
望
す
る
人
は
、
福
岡
県

危
険
物
安
全
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
の
受
講
案
内

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
田
川
地
区
防
災
協

会
（
☎
44
―
６
２
５
６
）

９
月
は
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
で
す

お
知
ら
せ

図
書
館
休
館
日
の
お
知
ら
せ

掘
っ
た
バ
イ
筑
豊
２
０
２
６

筑
豊
の
お
宝
紹
介
‼

書
・化

【
重
度
障
が
い
者
医
療
】

更
新
手
続
き
は
原
則
不
要
で
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

シ
ス
テ
ム
の
更
改
の
た
め
、
次
の

期
間
は
e
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
サ
ー
ビ
ス
が

停
止
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
は
e
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
お
よ
び
e
Ｌ
―
Ｑ
Ｒ
を
使
っ
た

電
子
申
告
や
電
子
納
付
な
ど
の
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
予
定
の
人

は
、
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間
を
考
慮
し

た
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
サ
ー
ビ
ス
停
止
期
間　

９
月
19
日

　

㈯
０
時
〜
24
日
㈭
８
時
30
分

※
詳
し
く
は
地
方
税
共

同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
く
だ
さ
い
。

問
役
場
住
民
課
税
務
・
滞
納
対
策
係

（
☎
82
―
１
２
３
４
）

花火大会に関するお知らせ
今年度の花火大会は、開催を見送ります。安全
で魅力的なイベントの実施に向け、検討を進めて
まいります。開催を楽しみにされていた方には大
変申し訳ありませんがご理解いただきますようお
願いします。
問 役場商工観光振興課観光振興係（☎82-1236）



　

私
は
８
月
21
日
を
も
ち
ま

し
て
、
4
期
16
年
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
町
長
を
退
任

し
ま
し
た
。
16
年
間
、
毎
月

私
の
想
い
や
考
え
を
お
伝
え

し
て
き
ま
し
た
「
広
報
そ
え
だ
町
長
室
」
も
本
稿
で
終

了
と
な
り
ま
す
。
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
町
政
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
添
田
町
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
町
長
に
就
任
し
た
頃
か
ら
、
添
田
町
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
で
し
た
。
人
口
減
少
、
高

齢
化
、
財
政
問
題
、
地
域
交
通
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
、

そ
し
て
災
害
。
次
々
に
課
題
が
押
し
寄
せ
る
中
で
、
常
に

考
え
て
来
た
の
は
、「
今
だ
け
で
は
な
く
、
10
年
後
、
20

年
後
の
添
田
町
を
ど
う
残
す
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

最
も
大
き
な
課
題
の
一
つ
が
人
口
減
少
で
し
た
。
そ
こ

で
私
は
、
若
い
世
代
に
添
田
町
へ
住
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
想
い
か
ら
、
若
者
定
住
住
宅
の
整
備
を
進
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
町
営
住
宅
も
計
画
的

な
建
て
替
え
を
行
い
、
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
住
宅
は
単
な
る
建
物
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
に
若
い
夫
婦
が
住
み
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
、

地
域
に
新
し
い
活
力
が
生
ま
れ
ま
す
。
人
口
減
少
が
進

む
中
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
「
若
い
世
代
へ
の
投
資
こ
そ
未

来
へ
の
投
資
」
だ
と
考
え
て
来
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
人

口
減
少
そ
の
も
の
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
何
も
し
な
い
の
で
は
な
く
、
添

田
町
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
頂
け
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
若
者
定
住
住
宅
の
整
備
か

ら
始
ま
り
、
学
校
づ
く
り
、
子
育
て
支
援
、
地
域
交
通

の
維
持
、
そ
し
て
健
康
子
育
て
福
祉
ゾ
ー
ン
構
想
へ
と
、
私

は
一
貫
し
て
「
次
の
世
代
は
添
田
町
で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

16
年
間
を
振
り
返
る
と
、
大
き
な
決
断
も
い
く
つ
か
あ
り

ま
し
た
。
学
校
統
合
は
そ
の
一
つ
で
す
。
地
域
か
ら
学
校
が

な
く
な
る
こ
と
へ
の
不
安
や
反
対
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
守
る
た
め
に
は
避
け
て

通
れ
な
い
課
題
で
し
た
。

　

平
成
29
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で
は
、
日
田
彦
山
線
が
被

災
し
ま
し
た
。
鉄
道
復
旧
を
望
む
声
は
非
常
に
強
く
、
私

自
身
も
鉄
道
で
復
旧
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
現
実
を
見
た
と
き
、
鉄
道
復
旧
は
極
め

て
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
B
R
T
導
入
に
は
多
く
の
反
対
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
で
も
私
は
、交
通
そ
の
も
の
を
失
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
で
決
断
し
ま
し
た
。
今
振
り
返

る
と
、
あ
の
時
の
判
断
は
簡
単
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
地
域
交
通
を
残
す
た
め
の
苦
渋
の
決
断
だ
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

英
彦
山
の
再
生
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
英
彦
山

は
添
田
町
の
宝
で
す
。
し
か
し
、
宝
は
磨
か
な
け
れ
ば
輝
き

ま
せ
ん
。
観
光
振
興
や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

未
来
へ
の
種
ま
き
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
今
、
健
康

子
育
て
福
祉
ゾ
ー
ン
構
想
な
ど
、
新
し
い
時
代
の
ま
ち
づ
く

り
へ
の
準
備
も
進
め
て
い
ま
す
。
た
だ
、
私
は
こ
れ
ら
を
成

果
と
し
て
自
慢
し
た
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ち
づ
く
り
に
完
成
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
事
業
も
ま
だ

途
中
で
す
。
大
切
な
の
は
、
次
の
世
代
が
し
っ
か
り
と
受
け

継
ぎ
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
か
ら
の
添
田
町
の
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

私
は
人
口
減
少
そ
の
も
の
よ
り
も
、
人
口
構
成
に
危
機

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
特
に
20
代
か
ら
50
代
の
み
な
さ

ん
で
す
。
働
き
、
家
庭
を
築
き
、
地
域
を
支
え
る
世
代

が
減
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
問
題
で
す
。
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
町
は
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
若
い
世
代
が

添
田
町
に
住
み
た
い
、
帰
っ
て
き
た
い
、
子
育
て
し
た
い

と
思
え
る
町
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
今
後
の
目
標
と
し
て
、
添
田
町
の
人
口
を
8
千

人
程
度
で
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

不
可
能
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

添
田
町
に
は
自
然
が
あ
り
ま
す
。
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

人
の
温
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
都
市
部
に
は
な
い
魅
力
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
魅
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
移
住
定
住

を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
は
女
性
の
視
点
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
、教
育
、医
療
、福
祉
、買
い
物
、

交
通
。
日
々
の
暮
ら
し
に
最
も
近
い
と
こ
ろ
で
地
域
を

見
て
い
る
の
は
女
性
の
皆
さ
ん
で
す
。
女
性
が
働
き
や

す
い
。子
育
て
し
や
す
い
。地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
い
。

そ
ん
な
町
を
つ
く
る
こ
と
が
、
結
果
と
し
て
若
い
世
代

を
呼
び
込
み
、
人
口
維
持
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

女
性
が
元
気
な
地
域
は
元
気
で
す
。
女
性
が
活
躍
で
き

る
町
は
強
い
町
で
す
。
ぜ
ひ
今
後
の
町
政
で
も
重
要
な

視
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
箇
所
に
全
て
を
集
め
る
ま
ち
づ
く
り
が
正
解

だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
効
率
化
は
必
要

で
す
。
し
か
し
添
田
町
は
広
い
町
で
す
。
英
彦
山
地
区

も
あ
れ
ば
津
野
地
区
も
あ
り
ま
す
。
中
元
寺
地
区
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
歴
史
が
あ
り
文
化
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
私
は
「
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
」
が
大
切
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
支

え
合
う
。
小
さ
く
て
も
賑
わ
い
の
あ
る
拠
点
を
つ
く
る
。
そ

れ
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
町
全
体
を
元
気
に
す
る
。
私
は
こ
れ

が
添
田
町
ら
し
い
地
域
づ
く
り
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
よ
く
申
し
上
げ
て
き
た
「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」
と
い

う
言
葉
も
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。
人
口
が
減
っ
て
も
元
気
が
な

く
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。高
齢
者
も
若
者
も
子
ど
も
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
持
ち
、
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
。
そ
ん
な
町

を
目
指
す
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
。
16
年
間
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
の
全
て
が
添
田
町
を
思
う
気
持
ち
だ
っ

た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
添
田
町
は
、
個
人
の
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
次
の
世
代
の
皆
さ
ん
の
も
の
で
す
。
ど
う
か
人

口
減
少
だ
か
ら
と
諦
め
な
い
で
下
さ
い
。
ど
う
か
添
田
町
に

は
未
来
が
あ
る
と
い
う
自
信
を
持
っ
て
下
さ
い
。
人
口
が
減

る
こ
と
だ
け
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
こ
の
町
に
住
み
続
け
た

い
、
こ
の
町
で
子
ど
も
を
育
て
た
い
、
こ
の
町
で
歳
を
重
ね

た
い
と
思
え
る
添
田
町
を
つ
く
る
。
そ
の
挑
戦
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
そ
の
土
台
づ

く
り
に
16
年
間
取
り
組
ん
で
来
た
つ
も
り
で
す
。
そ
し
て
、

今
進
め
て
い
る
取
り
組
み
や
、
こ
れ
か
ら
必
要
と
な
る
課
題

に
対
し
、
行
政
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
し
て
関
わ
っ
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

添
田
町
に
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私
は
そ

う
信
じ
て
い
ま
す
。
16
年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ししててしし私私
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未
来
へ
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

未
来
を
守
る
た
め
の
決
断

次
の
世
代
へ
つ
な
ぐ
添
田
町
の
未
来

地
域
の
力
で
育
て
る「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」

16
年
間
の
感
謝
を
込
め
て

年
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

平成22年８月22日、寺西町長初登庁

福太郎、福岡県、町で立地協定を結び、平成
26年７月に添田町めんべい工場がオープン

全分団の消防車の更新、活動服の新調
など地域防災力強化を進めました

町制施行100周年を迎えた平成23年
には多くの記念行事を開催しました

桝田地区の若者定住住宅入居者歓迎セレ
モニーでインタビューを受ける寺西町長

平成29年６月12日、熊谷真実さんが
そえだまち観光大使就任しました

令和５年８月27日、ＢＲＴ開業記念式典で
テープカットを行う服部知事や寺西町長

令和８年８月21日、16年の町長生活に幕を
下ろし、職員に拍手で見送られる寺西町長

平成29年九州北部豪雨災害で流出した
二又橋を視察する武田代議士、寺西町長

寺西明男町長 ８月21日退任
16年間の感謝を胸に 未来へ託す添田町への想い
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田山 聖
せいいち

一（秀ノ山部屋）
名古屋場所から新たな四

し こ な

股名で土俵に上がりました
【故郷と相撲道を結ぶ四股名に込めた想い】
▷添田町の「添田」　▷英彦山、秀ノ山部屋の「山」　

↑８月６日に19歳を迎えた
　添田山さん。部屋でお祝
　いの一幕（秀ノ山部屋公
　式インスタグラムより）
　名古屋場所で尾張猿田彦→
　神社に宿舎を構え、稽古
　に励む秀ノ山部屋の力士
　たち（秀ノ山部屋公式イ
　ンスタグラムより）
←８月14日、添田町役場を
　訪れた添田山さん

↓↓↓↓添田山が所属する秀ノ山部屋の情報は↓↓↓↓

　

相
撲
部
屋
「
秀
ノ
山
部
屋
」（
秀
ノ
山
親
方
／
元
大
関

琴
奨
菊
）
所
属
の
添
田
山
聖
一
さ
ん
（
本
名
／
福
田
優

聖
、
上
中
元
寺
）
が
３
月
の
初
場
所
以
降
の
近
況
報
告

を
寺
西
町
長
に
報
告
す
る
た
め
、
添
田
町
役
場
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

３
月
大
阪
場
所
の
初
土
俵
後
、
東
序
ノ
口
十
六
枚
目

で
迎
え
た
５
月
場
所
は
５
勝
２
敗
、四し

こ

な
股
名
を『
添
田
山
』

に
変
更
し
、
東
序
二
段
六
十
六
枚
目
で
迎
え
た
７
月
名

古
屋
場
所
も
５
勝
２
敗
で
勝
ち
越
し
、
９
月
場
所
で
は

さ
ら
に
番
付
を
上
げ
る
こ
と
を
報
告
し
た
添
田
山
さ
ん
。

寺
西
町
長
か
ら
「
半
年
前
に
お
会
い
し
た
と
き
よ
り
も

身
体
が
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
。
髪
も
伸
び
、
相
撲
取

り
ら
し
く
な
っ
て
き
た
。
初
場
所
か
ら
注
目
し
て
見
て

い
ま
す
。
四
股
名
も
添
田
山
に
な
り
、
こ
れ
か
ら
も
地

元
『
添
田
町
』
を
背
負
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

９
月
場
所
も
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
を
受
け
る
と

「
今
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
相
撲
教
習
所
に
通
い
、週
末

は
部
屋
の
稽
古
で
充
実
し
て
い
ま
す
。
前
に
出
る
相
撲

を
と
る
た
め
、
下
半
身
や
腰
を
中
心
に
鍛
え
て
い
ま
す
。

本
場
所
で
の
真
剣
勝
負
で
は
負
け
も
経
験
し
ま
し
た
。

自
分
の
良
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、
悪
い
と
こ
ろ
を
直
し

て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
19
歳
を
迎
え

た
ば
か
り
の
青
年
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た

考
え
を
持
っ
て
い
る
添
田
山
さ
ん
。「
部
屋
で
の
集
団
生

活
は
高
校
が
寮
生
活
だ
っ
た
の
で
慣
れ
て
い
ま
す
が
、

東
京
の
人
の
多
さ
に
は
慣
れ
ま
せ
ん
。
添
田
に
帰
っ
て

く
る
と
、
と
て
も
落
ち
着
き
ま
す
」
と
都
会
暮
ら
し
の

苦
労
も
。「
勝
ち
を
重
ね
関
取
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

そ
の
た
め
に
今
は
上
に
行
く
た
め
の
体
づ
く
り
に
励
み

ま
す
」と
力
強
く
抱
負
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▷礼節・品格・精神力の「聖」　▷一番・一本芯・初心
の「一」、【故郷への想いと多くの方々への感謝を忘れ
ず、礼節を大切にし、初心を忘れず、一歩一歩上を目
指して成長していく】という願いが込められています。

←秀ノ山部屋公式
ホームページ。
所属力士の紹介な
ど情報盛りだくさ
ん

←秀ノ山部屋公式
インスタグラム。
日々の活動や所属
力士の成長記録な
ど、情報発信中

←秀ノ山部屋公式
フェイスブック。
インスタグラムと
同様に、たくさん
の情報を発信中

←秀ノ山部屋ちゃ
んねる。YouTube
でしか見られない
力士の素顔や成長
の記録

添田を背負う誇り
「 」として始まった挑戦 土俵で輝く未来へ
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